
千
葉
県
立
千
葉
中
・
千
葉
高
教
育
環
境
整
備
支
援
事
業

運
動
場
拡
充
の
た
め
の
募
金

趣

意

書

千
葉
県
立
千
葉
高
等
学
校
同
窓
会

目標金額  

7,500万円

募集期間
24年5月〜25年4月末

千葉県立千葉高等学校同窓会
〒260-0853	千葉市中央区葛城1-5-2　県立千葉高校内
TEL.043-227-7434㈹	FAX.043-221-4014

同 	窓 	 会
ホームページ		 http://3w.to/chibakodosokai/

お申し込み・お問合せは

右側には昔からの高校の看板、左側には中学校の新しい看板が輝く。



—

今
こ
そ
、
千
葉
高
同
窓
生
の
力
を
結
集
す
る
時—
七
千
五
百
万
円
達
成
で
後
輩
に
明
る
い
未
来
を
贈
ろ
う

千
葉
高
同
窓
会
会
長

霜

　
礼
次
郎

同
窓
生
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、同
窓
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
高
配
を

賜
わ
り
、誠
に
有
り
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
六
月
に
は
百
二
十
五
周
年
の
集
大
成
で
あ
り
ま
し
た
、中
学
校
棟
の
落
成
を
記
念

し
た
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
を
全
校
生
徒
・
職
員
・
同
窓
生
を
千
葉
県
文
化
会
館
に
集

め
、盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
京
都
大
学
の
松
本
総
長
に
お
願
い
し

た
講
演
会
は
同
窓
は
も
と
よ
り
、中
高
の
生
徒
諸
君
に
も
大
き
な
感
銘
を
与
え
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、こ
の
た
び
同
窓
会
と
い
た
し
ま
し
て
、
母
校
の
教
育
環
境
を
整
備
す
る「
教
育
環
境
整
備
支
援
事
業
」
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
た
め
の
寄
附
金
の
募
集
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、千
葉
県
が
所
有
す
る
敷
地
を
利
用
し
て
、防
球
・
防
砂
ネ
ッ
ト
等
を
設
置
し
て
各
種
の
部
活
動
や
授
業
が

❶

で
き
る
よ
う
に
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

母
校
と
隣
接
し
て
い
る
旧
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
等
の
建
物
の
取
壊
し
計
画
が
あ
り
、そ
の
跡
地
が
利
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、そ
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
県
に
お
願
い
を
し
て
い
た
も
の
で
す
。

母
校
は
平
成
二
十
年
四
月
に
千
葉
県
立
千
葉
中
学
校
が
多
く
の
期
待
を
背
に
開
校
し
ま
し
た
が
、
独
自
の
校
舎
も

な
い
開
校
を
憂
慮
し
て
、同
窓
会
で
は
開
校
前
の
平
成
十
九
年
九
月
に
五
千
余
名
の
署
名
を
集
め
て
県
議
会
へ
の
請
願

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、平
成
二
十
二
年
九
月
に
体
育
館
と
教
室
が
一
体
と
な
っ
た
中
学
校
棟
が
、
軟
式
テ
ニ
ス
部
が

使
用
し
て
い
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
場
所
に
完
成
し
ま
し
た
。し
か
し
、も
と
も
と
盛
ん
な
高
校
の
部
活
動
と
の
兼
ね
合

い
か
ら
も
、中
学
校
生
徒
の
部
活
動
の
活
動
場
所
の
確
保
は
困
難
を
極
め
て
お
り
、運
動
場
の
拡
充
が
必
要
な
状
況
に

あ
り
、母
校
後
輩
の
た
め
に
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、こ
の
取
壊
し
後
の
敷
地
に
見
合
う
広
い
場
所
は
、学
校
周
辺
に
確
保
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
今
回
が

格
好
の
機
会
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
と
も
、こ
の
事
業
に
必
要
な
目
標
額 

七
千
五
百
万
円
達
成
の
た
め
ご

協
力
、ご
支
援
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、同
窓
各
位
の
更
な
る
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
、ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

❷



学
校
長
挨
拶

千
葉
県
立
千
葉
高
等
学
校・
千
葉
中
学
校

校

長

髙

岡

正

幸

同
窓
諸
氏
・
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
校
教
育
の
推
進
に
あ
た
り
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
．

さ
て
、
こ
の
た
び
同
窓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
教
育
環
境
整
備
支
援
事
業
と
し
て
、
本
校
と
隣
接

し
て
い
る
旧
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
等
の
取
壊
し
後
の
跡
地
を
利
用
し
て
、
防
球
・
防
砂
・
ネ
ッ
ト
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
、
本
校
中
高
生
が
運
動
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
御
支
援
を
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
た
い
へ
ん
あ
り
か
た
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

運
動
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
加
入
率
が
一
○
○
％
を
超
え
、
部
活
動
等
が
盛
ん
な
高
校
生
の
活
動
場
所
の
充
実
に
加
え
、
平
成
二

○
年
度
に
併
設
さ
れ
た
中
学
校
の
生
徒
の
活
動
場
所
の
確
保
が
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、運
動
部
活
動
の
活
動
場
所
が
狭
隘
し
、

部
活
動
中
の
裂
傷
事
故
等
が
数
件
発
生
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
外
部
運
動
施
設
の
借
用
等
で
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
事
業
が
実
現
で
き
れ
ば
、
安
全
面
の
確
保
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
等
が
解
決
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
校
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
教
育
環
境
整
備
支
援
事
業
が
生
徒
の
環
境
改
善
に
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
と
も
御
理
解
と
力
強
い
御
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❸❹

体育館
中学棟

新特別教室棟

管理棟

図書館

玄関

射場
特別教室棟

普通教室棟

昇降口棟

テニスコート
（硬式）
テニスコート
（硬式）

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
軟
式
）

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
軟
式
）

プ
ー
ル

体
育
倉
庫
部
室

ポ
ン
プ
室

正門

記念館

弓
道
場

講  堂

倉 

庫

食堂 武道館 小体育館

トレーニングルーム

自転車置場

自転車置場

部室

N

ビオト－ブ

サッカーコート

野球コート

凡例： 高校………黒字
 中学………赤字
 （ ）数字…部員数

運動場面積　24,629m2

グランド使用部活及び部員数

中
陸
上
部
走
路

部活動での運動場等使用状況

ラグビー部
（33）

陸上競技部（35）

男子サッカー部
（70）

硬式テニス部
（男43 女20）

ソフトテニス部

野球部（40） 女子サッカー部（25）

バスケットボール部（65）
男子バレーボール部（20）
女子バレーボール部（12）
バトミントン部（55）

柔道部（6） 中（15）
剣道部（26） 中（5）
卓球部（20） 中（15）

中サッカー

（男17）

中
ソフトテニス
（53）

中バレー

（女8）

（女9）

（34）

（5）

（18）

（64）

ハンドボール愛好会（0）
ソフトボール同好会（5）

陸上トラック
３レーン

中
サ
ッ
カ
ー

中
女
子
サ
ッ
カ
ー

水
泳
部

弓
道
部

青葉の森

いのはなテニスコート

陸上部 35（45）
サッカー部 70（17）
野球部 40
ラグビー部 33
女子サッカー部 25（13）
ハンドボール愛好会  0
ソフトボール同好会  5



同
窓
生
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
発
生
や
、
そ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
等
に
よ
り
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
が
出
た
年
で
し
た
。
未
だ
に
続
い
て
い
る
復
旧
・
復
興
活
動
で
す
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、
改
め
て
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成
二
十
三
年
度
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
諸
事
業
の
う
ち
、
教

育
環
境
整
備
支
援
募
金
（
運
動
場
拡
充
の
た
め
）
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、震
災
等
の
関
係
か
ら
先
送
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

母
校
後
輩
生
徒
の
た
め
に
平
成
二
十
四
年
か
ら
平
成
二
十
五
年
に
か
け
て
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

事
業
目
的
は
、
部
活
動
や
そ
の
他
の
諸
活
動
に
お
い
て
、
現
状
の
学
校
敷
地
及
び
運
動
場
の
規
模
で
は
十
分
な
生
徒
活
動
が

で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
県
が
取
壊
し
を
決
定
し
た
、
旧
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
葛
城
分
館
等
の
跡
地
を
運
動
場
と

し
て
整
備
拡
充
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

周
知
の
と
お
り
、母
校
に
平
成
二
十
年
に
中
学
校
が
併
設
さ
れ
、平
成
二
十
二
年
九
月
に
は
中
学
校
棟
も
竣
工
致
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
中･

高
校
生
が
互
い
に
刺
激
し
あ
っ
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
千
葉
県
の
県
立
高
校
と
し
て
は
初
の
中
・
高
一

貫
校
と
し
て
内
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

❺

教
育
環
境
整
備
（
運
動
場
拡
充
）
支
援
事
業
趣
意
書

❻

一
方
、
中
・
高
校
生
の
部
活
動
加
入
率
が
高
く
、
そ
の
諸
活
動
の
場
が
狭
隘
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
環
境
整
備
（
運
動
場

拡
充
）
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

取
壊
し
後
の
跡
地
利
用
に
係
る
要
望
は
、
既
に
県
当
局
に
提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
取
壊
し
後
の
環
境
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
同
窓
会
と
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
運
動
場
と
し
て
跡
地
利
用
が
実
現

で
き
ま
す
よ
う
力
強
い
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

末
筆
な
が
ら
、
各
界
各
位
並
び
に
同
窓
各
位
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
平
成
二
十
四
年
四
月
吉
日

発
起
人
代
表	

千
葉
県
立
千
葉
高
等
学
校
同
窓
会	

会
長	

霜
　
　
禮
次
郎

発

起

人	

葛
の
花
会	

会
長	

奥
井
康
雄

　
　
同	

千
葉
葛
城
会	

会
長	

千
葉
滋
胤

　
　
同		

東
京
葛
城
会	

会
長	

中
村
浩
紹	

　
　
同		

船
橋
葛
城
会	

会
長	

吉
岡
賢
一

　
　
同		

長
生
茂
原
葛
城
会	

会
長	

永
野
　
剛

　
　
同		

東
金
葛
城
会	

会
長	

木
村
　
卓



事
業
名
　
　
教
育
環
境
整
備
（
運
動
場
拡
充
）
支
援
事
業

募
金
要
項

	

１
　
目
標
総
額
　
　
　
七
千
五
百
万
円

	

２
　
募
集
期
間
　
平
成
二
十
四
年
五
月
一
日
～
平
成
二
十
五
年
四
月
三
十
日

	

３
　
募
金
方
法	

	
	

①
　
同
窓
生
個
人
の
場
合	

　
一
口

　一
万
円

　以
上

	
	
	

　
一
口
以
上
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
　

❼

　
　
同		

市
原
養
信
会	

会
長	

鈴
木
雅
博

　
　
同		

佐
倉
葛
城
会	

会
長	

片
岡
　
實

　
　
同		

成
田
葛
城
会	

会
長	

真
鍋
　
溥

　
　
同		

銚
子
葛
城
会	

会
長	

嶋
田
　
賢

　
　
同		

木
更
津
葛
城
会	

会
長	

　
茂
田
　
徹

　
　
同		

千
葉
大
学
医
学
部
同
窓
会	

会
長	

鈴
木
一
郎

　
　
同		

葛
城
建
友
会	

会
長	

櫛
部
健
夫

❽

	
	

②
　
同
窓
生
以
外
の
個
人
及
び
法
人
の
場
合

	
	
	

　
口
数
に
よ
ら
ず
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

※	

こ
の
寄
附
金
は
免
税
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
10
頁
参
照
）

	

４
　
寄
附
者
名
の
掲
載
並
び
に
高
額
寄
附
者
の
顕
彰

今
回
の
募
金
事
業
に
賛
同
し
、
寄
附
を
さ
れ
た
方
々
の
お
名
前
は

同
窓
会
報
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
一
〇
万
円
以
上
の
寄
附
者
は

竣
工
記
念
碑
に
記
名
し
永
く
功
績
を
讃
え
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
万

円
以
上
の
寄
附
者
は
、
完
成
記
念
式
典
に
お
い
て
感
謝
状
を
贈
呈

し
表
彰
致
し
ま
す
。

	

５
　
納
入
方
法

	
	

①
　
郵
便
振
替
の
場
合

	

郵
便
振
替
口
座	

口
座
番
号
　
０
０
１
４
０

−

６

−

３
３
６
６
７
８

	
	

口
座
名
義
　
千
葉
県
立
千
葉
高
等
学
校
同
窓
会

	
	
	

　
同
封
の
郵
便
振
替
払
込
用
紙
に
よ
り
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。



❿

寄附金に対する免税措置
この寄附金は、所得税法第78条第２項第１号及び法人税法第37条第３項第１

号に規定する「国又は地方公共団体に対する寄附金」として、下記のような免税措
置が受けられるよう東京国税局に確認申請中です。

１．個人の場合
⑴	所得税の寄附金控除

国又は地方公共団体に対する寄附金（特定寄附金）を支出した場合、次の金額
を寄附金控除額として、支出した年分の所得金額から控除することができます。 

【寄附金控除】

○寄附金控除額の計算
その年中に支出した特定寄附金の額の合計額－２千円	＝	寄附金控除額

注 ： 特定寄附金の額の合計額が、その年の総所得金額等の40％に相当する金額
を超える場合は、その相当する金額が限度となります。
尚、震災関連寄附金の支出がある場合は、最寄りの税務署にお問合せください。

○	減税額の目安
減税金額	＝	寄附金控除額	×	税率

この算式による減税金額は、概算による目安としてのみご使用ください。正確
な金額については最寄りの税務署にお問合せください。

〔参考〕
課税総所得金額及び課税退職所得金額に対する税額（平成23年分）

⑵	寄附金控除の適用を受けるための手続き
寄附金控除を受けるためには、寄附金控除に関する事項を記載した確定申告

書に同窓会の発行する領収書を添付するか、確定申告書を提出する際に提示を
する必要があります。

領収書は寄附金を送るための「振込用紙」の「免税措置を□希望する」にレを記
載してください。希望者には同窓会より領収書を送りますので、申告時まで大切
に保管してください。

２．法人の場合
法人が支出したこの寄附金は、寄附金の損金算入限度額を計算する一般の寄附

金の額の合計額に含まれず、全額が支出した事業年度の損金の額に算入できます。
法人からの寄附につきましては、「振込用紙」 に寄附を行う法人名をご記入のう

え、お振込ください。

※本寄附金に関するお問い合わせは、9頁の千葉高同窓会までお願い致します。

課税される所得金額 税　率 控　除　額

       1,000円から  1,949,000円まで   5%            0円       
1,950,000円から  3,299,000円まで 10%   97,500円       
3,300,000円から  6,949,000円まで 20% 427,500円       
6,950,000円から  8,999,000円まで 23% 636,000円       
9,000,000円から 17,999,000円まで 33% 1,536,000円       

18,000,000円以上 40% 2,796,000円       
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⓫

① 旧千葉地方出張所本館解体 平成24年 ４月中旬～６月
② 旧千葉地方出張所講堂解体  ３月初旬～４初旬
③ 総合教育センター本館解体  ７月～８月
④ 総合教育センター別館解体  ７月～８月
⑤ 総合教育センター教友館解体  ８月下旬～ 10月上旬
⑥ 旧千葉地方出張所変電室解体  ７月
⑦ 総合教育センターポンプ室  ７月
⑧ 外構撤去  10月～ 11月
⑨ 擁壁撤去  10月中旬～ 11月初旬
⑩ 整　地  11月

⓬

※解体計画について

上記の建物等についての取壊しについては千葉県
教育委員会が行う。
解体作業等は平成24年４月中旬から10月にかけて
順次実施する予定である。（平成24年３月現在）



⓭

教育環境整備支援（運動場拡充）事業予算
収入の部 ( 単位：円 )

項　　　目 予算額 摘　　　　要
1 寄　附　金  75,000,000 同窓生等からの寄附金
2 雑　収　入  1,000 預金利息等

合　　計 75,001,000 

支出の部
項　　　目 予算額 摘　　　　要

1 事業費 69,980,000 運動場拡充用経費
① 設計・管理費 5,000,000 設計及び管理一式
② 運動場整備工事 64,980,000 表層・路盤工 , 用地保全境界フェ

ンス、防球・防砂ネット , 排水工
2 運営費 5,021,000 

① 趣意書発送経費 3,000,000 
② 事務費 1,900,000 
③ 予備費 121,000 

合　　計 75,001,000 

⓮

※整備計画の内容（概略）

段差のある敷地の形状や周辺の住宅環境等から大
掛かりな整備は難しいと思われるため、サッカー場や
陸上競技場のように特定のスポーツ施設として整備せ
ず、平地に整備して各種の競技やスポーツが気軽にで
きるようにする。


